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判定結果を災害対策本部長への報告 実施本部業務の終

了 

兵庫県（支援本部） 

兵庫県（支援本部 

実施本部解散の連絡

派遣 
支援本部マニュアルへ 

終  了 

地震発生時の情報収集 

 

震前に準備しておく事項 

判定実施判断のための情報分析 

 

 

終  了 

判定実施の宣言 

 

実施本部の設置【実施本部長の任命】 

 

 

実施本部員を指名 

 

 

 
判定実施区域の公表 （マスコミ等を通じ被災者に周知する。） 

判定実施計画の策定 

 

判定実施区域の検討・決定 

NO 

YES 

否 

要 

兵庫県への支援要請 

 

兵庫県（支援本部設置） 

地元判定士等への参集 

支援要請 

建築士会龍野支部 
連絡依頼 

地元判定士等への参集・連絡・調整 

判定資機材の準備 

支援本部マニュアルへ 

判定コーディネーターの配置 判定コーディネーターの業務 

判定士の派遣 

判定業務の開始（班・チーム） 

判定結果の取りまとめ、報告・活用 

NO 

YES 

 

判定を受けた建物等の所有者への対応 

災害対策本部長 

要否の判断 

 

資料－36 実施本部作業フロー 

 

実施本部（たつの市） 

① 震前判定計画  ② 判定資機材の備蓄  ③判定区域図（住宅地図）の保管  

④ 避難施設一覧表の保管  ⑤ 管内建築物分布、構造、建築年度の把握 

 

 

① 防災ワークステーションによる被害予測を受け取る。 

② 兵庫県及び周辺市町との情報交換を行う。 

③ 消防署、兵庫県警等から情報を集める。 

④ テレビ、ラジオ等が報道する情報を集める。 

⑤ 職員の出勤途上の情報を集める。 

⑥ 被災地周辺の地元判定士からの情報を集める。 

  

 

 

 

 

 

          

① 判定実施決定を兵庫県建築指導課長に連絡する。 ② 判定実施決定を建築士会龍野支部長に連絡する 

③ 災害対策本部を通じ、マスコミに判定実施決定を公表（宣言）する。  

 

①判定専従者・補助員を指名 ②連絡手段の確保 ③判定拠点要否の検討 

④実施本部、判定拠点に関する事項を兵庫県建築指導課へ連絡 

 

 

【判定実施計画書の作成】 

①オペレーション・タイプ ②判定実施区域、優先順位 ③対象建築物の用途・規模 ④判定実施期間 

⑤必要判定士数 ⑥応援判定士数 ⑦判定コーディネーター数 ⑧判定資機材 

 

 

 

 

 

 

 

① 判定士の輸送、宿泊所の手配 

② 判定士の受付、名簿作成 

③ 判定チーム、班の編成 

④ 判定士へのガイダンス 

 

【班長・副班長】 

①結果集計 ②要注意被災建築物の把握 ③判定士の健康状態 

【判定コーディネーター】 

①上記①②③ 

②上記②について、実施本部長と協議、必要な措置を執る。 

 

 

 

① 判定結果への問い合わせの対応 

② 被災度区分（軽微、小破、中破、大破、破壊）判定実施の指導 

 

震度５弱以上 

地   震   発   生 

判定業務は終了

か 




